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その結果，プロパンと 1 ーペンテンで新たにガラス転移を見出した。また，蒸着した非品性 n ーアノレ
カンではガラス転移温度以下で、結晶化が起こる乙とが明らかになった。
プロパン，プロペン， 1 ーブテン， 1 ーペンテンを用い，炭化水素二成分系におけるガラス転移温




























のような結論が導かれた。 (1) 1 -オレフィン系は良いガラス形成物質で，液体の徐冷によってもガラ




の式の適用性を示す。 (2)n -ブタンと 1-ブテンの二成分系はガラス形成能力が極端に異なる系で，ガラ
ス転移-結晶化-融解の典型的パターンは. n ーブタンのある組成以上では現われず，ガラス転移点
下で結晶化が起乙りうることを示す。即ち."蒸着法のような特殊な方法で作られた非品質国体では，
高温液体で広く成立する Stokes-Einstein 則からの背離がある乙とを示唆している。 (3)二成分系に
ついては，ほぼ理想、溶体の仮定iζ立ってAdam-Gibbs 式より推定されるガラス転移点で良く近似さ
れる。ずれを示す系については，その変位量より，逆に過剰混合配置エントロビーを算出する方法を
開発した。 (4) 1 ーペンテンについては，蒸着試料も液体急冷試料もそのエンタルビー緩和時間は共に
Adam-Gibbs 式で再現されるが，曲線の勾配，従って緩和を起乙しうる最小クラスターに差異があ
る乙とを明らかにし，非平衡状態の多様性を示した。 (5) 1 -ブテンについては 過剰エンタノレピーの
正負両方向からの緩和過程に明瞭な非対称性を観測した。両過程に対してAdam-Gibbs 式が適用で
a品τ
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きるが，過剰エンタノレピー負担リからの緩和に対しては，物理的意味の不適切なパラメータが導かれ，
同式の適用限界も明らかにした口
以上のように自家製の特殊装置を駆使してガラス状態の非平衡熱力学的研究を精力的に進め，ガラ
ス状態の認識を深める上で多大の寄与をした研究内容は，理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと認める。
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